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2 産業情報いわて

貫生産的に設計できるように仕事をしても
らっています。なかなか時間のかかること
ですが…」

電子基板の毛細血管
基板に張りめぐらされた毛細血管のよう
な回路。基板上の部品を正しく、効率的に、
持続的に作動させるための命綱だ。
客先から送られてきた仕様書、回路図を
読みとり、部品データを脇に置いて、その
要求を満たすべく、CADを使って１本１本
を結線していく。その数1,000本、2,000本
という世界。しかも要求は年々高度化、小
型化し、短納期化もしている。結線すれば
いいというだけでなく、回路図の中にはい
ろいろな情報が盛り込まれており、信号レ
ベルの低い部分、大電力の流れる部分、ノ
イズの影響を受けやすい部分等々を瞬時に
判断し、その機器ごとの機能を100％発揮
するように考慮しなくてはならない。「納期
が迫ったりすると線が夢に出てきます。あ
と何本、とか…」
それでもCADができて作業は楽になった。
それ以前は電卓をたたいて線の行方をは
じき出していた。CADは最初に条件をイン
プットしておけば計算をしてエラーチェッ
クもしてくれるから基本的なミスは出ない。
ということは、CADと専用ソフトがあれば
誰にでも一通りのことはできるというわけだ
が、前述のとおり、大事なことは回路図の
読み取りと、それに対応する判断ができる
かどうか。
「それができるところがうちの強みだと思
います。社員一人ひとりにもできるだけ一
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事業利用企業紹介

田園の中のオフィス。客先とのやりとりはほとんどインターネットで行う

CADは設計者の労力を激減させてくれた

基板の毛細血管「回路」。部品と部品の間を数千本の線で結ぶ



完走証
あっぴリレーマラソンで
社員の心を結ぶ

事業の間口を広く
　「経営なんか好きじゃない。いいものをつ
くりたい」
　言葉に技術者気質がほとばしる細川社長。
　農家の長男に生まれたが、中学生の頃
から電気が好きになって「帰って来ること」
を条件に上京、専門学校で電気を学んだ。
　卒業後、基板設計の道に進み10数年間、
技術を蓄えて平成３年独立開業。平成5年
には、1級プリント配線板製造技能士資格
を取得。平成12年、田園風景の広がる実
家の脇に事務所棟を建て、現在、細川社長
を初めとする社内５人体制。ほかに社外に
オペレーター、サーバー管理の担当スタッ
フがいる。
　「大きな会社１社の下について固定化し
た仕事をしていれば経営は安定すると思い
ますが、それでは飽き足らない。やはりい
ろいろな業種のお客様と幅広くお付き合い
していきたい。それによっていろいろ技術
を覚えますから」
　今、県内外に百社を超える取引先を持つ。
　「管理とか営業が嫌で独立したのに、会
社を始めたら、結局それをやらざるを得な
くなりました」
　営業力の弱いところを補うために関係企
業の交流の場などにできるだけ参加するよ
うにしている。いわて産業振興センターと
の出会いは開業当初、地域商工会の紹介に
よるもので、以来、先進地視察に参加した
り、CAD 導入の際には近代化資金（現在
の設備資金貸付）を活用したりと関係が深
い。いわて産業振興センターの紹介で新た
な取引に結びついたケースもある。
　今年は開業以来初となる機械要素技術
展に参加。社長を先頭に、従業員が交代
でブースに立って会社説明を行った。

企 業 概 要
●創　　　業　1991年10月
●代表取締役　細川　幸雄
●資   本   金   300万円
●事 業 内 容　
　プリント配線板パターン設計・プリン
　ト配線板製作・電子基板実装・回路
　図作成
●従 業 員 数　5名
●所   在   地
　矢巾町大字土橋第６地割54番地
　電話 019-697-8608

　「閉鎖的な空間で仕事をしていますので、
こうした機会に出ていかないと世の中がわ
からないし、仕事にも結びつきません。初
めてのことで、従業員にもいい刺激になっ
たと思います」

技術世界一への夢
　ホームページの会社案内に「社内行事
　あっぴリレーマラソン参加」とある。自
らの健康管理のために始めたジョギングが
マラソンになり、社員を巻き込んでのリレー
マラソンに発展した。
　「42.195キロをみんなで走り繋ぐ。コミュ
ニケーションのため、健康のため」
　かつては”飲みニケ－ション”だったの
を健康のためと切り替えた。渋々参加（？）
の声も無いではないが、過去３回参加し、
昨年の記録は３時間36分01秒（職場部門）。
　いつも従業員の将来のことが念頭にある。
　「会社はどうでもいいんです。一人ひと
りが最初から最後まで仕事ができるように
なればいい。匠になろう。社名もそんな思
いからです。今後は、電気大好き人間でこ
の分野に関心を寄せてくれる若い人に入社、
定着してもらい技術の継承と全社的な技量
のレベルアップを図りたいと考えています」
　自らは、東京・大田区の工場がＮＡＳＡ
の仕事をしているように、いつか社員とと
もに”世界一”をつくり出したい、という
夢を膨らます。

今月の表紙／写真左から、長田巧さん、似
内直宏さん、十門地真澄さん、細川富子さん。
回路設計の仕事はほとんどCADとのやりと
り。おのずと無口になる。静の中で、数千本
の線を引く持久戦がくり広げられる。大きな
プロジェクトのときは分業するが、基本的に
は一人で一貫生産できる体制で、「最近は取
引先から個人指名で仕事が入るようになり
ました」と細川社長。

細川　幸雄代表取締役
1953年生まれ。技術屋を自認するが、自然、
環境への意識が強いのは農業というバック
ボーンがあるからか。「開発という名のもと
に自然を壊している。このままでいいのか。
新しいものを求めるだけでいいだろうか」。
自らの事業も、将来はより人間の暮らしに
寄り添ったものにしていきたいと考えてい
る。時期になれば休日に田植え、稲刈りに
出る。毎朝６時からのジョギングは夫唱婦
随。全国各地のマラソン大会に年間５、6回
出場するという。

ＵＲＬ 
http://www.sei-pwb.com/

近代化資金を活用して設備を整えた



〈起業・新事業活動支援事業〉 〈中心市街地活性化支援事業〉
中心市街地や商店街の活性化に向けての革新的
な以下の取り組みを支援

～市場調査・動向調査、新商品・新役務の開発または企業化、
販売促進・販売力強化、業種構成再編・遊休資産活用～

【対象者】・中心市街地の活性化に関する法律第15
条第１項各号に掲げる者
・小売・サービス業を営む県内に住所の
ある中小企業者（法人または個人事業者）
・商工会、商工会議所等
・知事が適当と認める特定非営利活動
法人（NPO法人）

【助成率】9／10
（店舗賃借料については、「店舗賃借料／
月×月数（助成対象期間×1／3）の算式
によって算出された額の9／10」）

【助成限度額】200万円　
【助成期間】最長3年以内（原則単年度）

創業・起業や経営の革新に資する中小企業等の
以下の取り組みを支援

～市場調査・動向調査、新商品・新技術・新役務の開発
又は事業化、販路開拓、人材養成等～

【対象者】・創業する者
・中小企業者（法人または個人事業者）
・特定非営利活動法人（NPO法人）、農事組合
法人等（地域資源活用枠のみ）

①地域資源活用枠
「地域資源」（農林水産物、鉱工業品またはその
生産技術、文化財や温泉等の観光資源など）を活用
する事業

【助成率】1／2
（大船渡、釜石、宮古、久慈及び二戸振興局
管内の者が同地域で取組む事業は2／3）

【助成限度額】200万円【助成期間】最長3年以内（原則単年度）
②起業・経営革新枠
　創業者（創業・起業から３年以内）が取り組む
　事業または経営革新計画の承認を受けた事業
【助成率】1／2　【助成限度額】500万円
【助成期間】最長3年以内（原則単年度）

第5回いわて希望ファンド地域活性化事業には、17件の申し込みがありました。
その内訳は、起業・新事業活動支援事業の地域資源活用枠が4件、経営革新枠4件、中心市街地

活性化支援事業が3件、でした。
8月5日に開催された外部委員における審査会において、下記11件の事業が採択されました。

【採択案件】
No 事業種類 企業名 所在地 事業概要

1 　株式会社プロ農夢花巻 花巻市  低発泡雑穀新商品の開発と販路開拓  

2
地 域 資 源

　株式会社浦嶋商店 大船渡市  地元海産物を活用した冷燻による新企画加工品開発及び製造販売  

3 　合資会社シャイン 大船渡市  酵素処理したイサダによる食品開発事業  

4 　有限会社木村商店 山田町
 地元海産物、岩手県産低アミロース米「ゆきおとめ」を活用した新商品開発・
 製造販売  

5 　有限会社電設アーツ 盛岡市 ペアガラス製造における断熱ガスを自動充填する装置の開発  

6
経 営 革 新

　株式会社ホップス 盛岡市
複数事業者共同で運営できる「産直システム」のセミオーダー型パッケージ
ソフトの販路拡大  

7 　大和造園土木株式会社 花巻市  無農薬有機栽培によるブルーベリー摘取園の開設と新商品開発  

8 　有限会社丸巳建設　 一関市
地中熱を活用した岩手（寒冷地）発の家族と地球が長生きできる住宅の開発と
販路拡大  

9
中心市街地
活 性 化

　盛岡駅前商店街振興組合 　 盛岡市 「開運」をキーワードとした商店街ブランド構築事業 

10 　株式会社木村設計A・Ｔ 　 花巻市 花巻中心市街地の賢治作品心象スケッチポイント観光・文化資源活用調査事業  

11 　雫石商工会　 雫石町
雫石よしゃれ通り商店街の活動拠点施設からの発信による中心市街地にぎわい
再生

事業メニュー

第5回いわて希望ファンド地域活性化支援事業採択企業決定

県内中小企業等の革新的・個性的な取り組みにより地域経済の活性化を図るため、創業、経営革新に向けた取組み
について助成金の交付と専門家の派遣等のソフト支援によって総合的に支援します。

いわて希望ファンド いわて農商

公募
11/2

ま

いわて希望ファンド
 地域活性化支援事業
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いわて農商工連携ファンド 
地域活性化支援事業

本県の地域経済の重要な担い手である農林水産業と中小企業者との連携（農商工等連携）を強化し、相乗効果を発揮
していくことで地域経済の活性化を図るため、中小企業者と農林漁業者の連携体が行う創業や新たな事業展開等への
支援を行います。

いわて農商工連携ファンド地域活性化事業の第2回公募では3件の申し込みがありました。
8月5日開催された外部委員における審査委員会において、下記2件の事業が採択されました。

No 事業種類 代表企業 所在地 事業概要

1 　株式会社浅沼醤油店・花菜油の会  盛岡市・一関市  無農薬栽培のエゴマ・ナタネでの新商品開発と食材産地の情報発信  

2
起業・新事業

　昭栄建設株式会社・株式会社春の隣 盛岡市
 「いわて雫石わさび」ブランド確立と「生工販一体型」事業体制による
 「わさび文化」の創造

商工連携ファンド公募中です！！

起業・新事業活動支援事業

募中
24（火）
で

　創業者または経営の革新を行う中小企
業者と農林漁業者の連携体を支援します。

農商工連携の事例（平成20年度中小企業長官賞受賞）

・県内の中小企業者と農林漁業者の
  連携体
  ⇒農林漁業者とは、農業、林業、
　 漁業を行うもの及びこれらの組織
　 する団体（農協、森林組合、漁協、　
　 連合会も可）

・中小企業者以外で、県内の特定非営
  利活動法人等と農林漁業者の連携体

  注）申請は、中小企業者と農林漁業者の連名
　　　で行い、どちらか一方を代表者と定め、
　　　センターとの連絡・補助金の受領等を行う

市場調査・動向調査、新商品・新技術・
新役務の開発または事業化、販路開拓、
人材養成等

1/2以内(県北・沿岸地区は2/3以内）

500万円

最長3年以内（原則単年度）

対象者

助成対象
経費

助成率

助成期間

助成限度額

農商工連携の基本的要件
【1.有機的連携】　中小企業者と農林漁業者が有機的に連
携し、それぞれの経営資源を有効に活用すること
－「有機的連携」とは、通常の事業範囲を超えて両者が連携することを指します
－「経営資源を有効に活用」とは、両者の有する設備、技術、個人の有する知識及 
　び技能その他ビジネスノウハウ、知的財産等が、本事業を実施するために具体
　的かつ有効に用いられていることを指します。

【2.新商品の開発等】　事業により、新商品若しくは新役
務の開発、生産又は需要の開拓が実現すること
－「新商品若しくは新役務（サービス）」とは、事業実施主体にとって、これまでに
　 開発、生産したことのない新たな商品又は役務であることが必要である。

地元八戸の海産物を活かした
「冷凍押し寿司」を開発してい
たが、冷凍するとコメがボロ
ボロ・パサパサになり苦戦

中小企業者：㈱ディメール（八戸市）

地元の鮭、鮪等特産品を原料と
し、冷凍に適した「ゆきのはな」
の適度なねばり、つや、冷めても
軟らかくぼろぼろになりにくいと
いった特徴を活かした解凍により
出来立ての食感を味わえる「冷凍
押し寿司」の開発

農林漁業者：はまなす農協
連 携

お問い合わせ先　㈶いわて産業振興センター　新事業・研究開発支援グループ　
　　　　　　　　いわて希望ファンド　　　　担当／菊池修二　
　　　　　　　　いわて農商工連携ファンド　担当／漆田英一   
　　　　　　　TEL.019-631-3827　FAX.019-631-3830　E-mail:joho@joho-iwate.or.jp

　　　　　　　　　　❶公募→❷応募（助成金交付要望書提出）→❸事業計画ヒアリング→❹審査委員会（対象事業の決定）

→❺採択通知→❻助成金交付申請書提出→❼助成金交付決定→❽交付決定通知→❾事業実施（着手）→10フォローアップ

→11実施事業の確認→12助成金の支払い（※原則事業完了後の精算払い）→13実施事業の評価

手続きの流れ

【採択案件】

第2回いわて農商工連携ファンド地域活性化支援事業採択企業決定

新商品開発！

青森県下北地方の低アミロース米「ゆきのはな」と地元産魚介
類を使った新食感の冷凍押し寿司の開発、製造及び販売

ヤマセの影響が強い地域のた
め、青森県の品種改良による
寒冷地に適した低アミロース
米「ゆきのはな」の栽培に取り
組む。冷凍すると甘味が増し、
解凍すると粘りが増す「ゆきの
はな」を開発
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11/26（木）会場：盛岡市・ホテルメトロポリタン盛岡 ニューウィング ４階ビジネスプラン発表・公開審査 午前9時から午後５時40分（入場無料）
グランプリ受賞祝賀会（交流会） 午後５時40分から　※希望者のみ（会費3,000円）

主　催   財団法人いわて産業振興センター
共　催   いわて起業家サポーティングネットワーク会議構成機関

岩手県、岩手県商工会議所連合会、岩手県商工会連合会、岩手県中小企業団体中央会、国立大学法人岩手大学地域連携
推進センター、公立大学法人岩手県立大学地域連携研究センター、フューチャーベンチャーキャピタル㈱岩手事務所

  岩手県教育委員会

ビジネスプラン発表・公開審査 グランプリ受賞祝賀会（交流会）

第5回
いわてビジネスプラン
グランプリ

(財)いわて産業振興センター　　新事業・研究開発支援グループ
お申し込みは、ホームページよりお願いたします。【定員 150名】　TEL 019-631-3825　FAX 019-631-3830　
ホームページ http://www.joho-iwate.or.jp

お問い合わせ
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「合同商談会・北上会場」を開催（報告）
熱 心 な 商 談 が 行 わ れ ま し た。

随時受付けています。お気軽にご相談ください。

下請かけこみ寺・弁護士無料相談のお問い合わせ先
育成支援グループ 担当/伊藤・村上  TEL.019-631-3822　E-mail:joho＠joho-iwate.or.jp

【一関会場】 ㈶岩手県南技術研究センター　 11月10日（火） 13:00～15:00　

【二戸会場】 二戸広域観光物産センターなにゃーと3階 11月18日（水） 13:00 ～15:00　

【久慈会場】 久慈商工会議所  11月19日（木） 10:00 ～12:00　

【宮古会場】 宮古地方振興局 11月25日（水） 10:30 ～13:00　

【釜石会場】 ㈶釜石・大槌地域産業育成センター 12月  8日（火） 13:00 ～15:00　

【大船渡会場】 大船渡商工会議所 12月  9日（水） 10:00 ～12:00　

かけこみ寺・移動相談所（11月・12月の開催予定）

　当センターでは、10月22日（木）　ホテルシティプラザ北上（北上市）を会場に、岩手県、北上市
の後援をいただき、標記商談会を開催しました。

　この商談会は、首都圏を中心とした発注企業から50社87名と、県内外のそれぞれに特色を持
つ受注企業の157社233名が一堂に会して、個別商談や情報交換等をしていただいたもので、厳
しい経済環境のなか、発注側も受注側もそれぞれ真剣かつ熱心な商談が行われました。

　最後に、今回の商談会に参加していただきました受発注企業の皆様に感謝申し上げますととも
に、商談等の進展をお祈りします。

弁護士無料
相談実施中！かけこみ寺下 請
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新事業・研究開発支援グループ　
高舘　睦

ビジュアルマーチャンダイジング（Visual Merchandising）という言葉をご存
知でしょうか？あまり耳慣れない言葉かと思います。直訳すると「視覚訴求技術に
基づく商品政策」といった感じで非常に伝わり難いですが、一般的には、売場管理
における商品の色・形・素材の見せ方、並べ方、売り方から、商品演出、什器・内装・
環境計画に至るまで、その店の主張やターゲットへの提案が視覚的に訴求される品
揃えの手法というような解釈になります。特に小売業の現場では、ＶＭＤなどと頭
文字をとった和製英語が生まれるほど日常的に使われています。
最近では、あのユニクロの整然とした売場を想像していただければ分かり易いか

と思います。
さて、前置きが長くなりましたが、今回このＶＭＤについて触れたのは、そもそ

もは小売業の陳列手法ですが、これもまた一つの改善につながる術なのかと思った
からです。改善といえば有名なのがトヨタ生産方式で、その肝心要は徹底的な無駄

の排除と効率化で、企業経営のお手本として広く知れ渡っておりますが、私はこれを整理整頓の極意と解釈しています。このＶ
ＭＤもまたしかりなのかと思います。
「売場」という言葉を、「職場」や「作業場」に置き換えて読んでみてください。そして、自分が働く現場を頭に思い浮かべて
みてください。ぐるりと見渡せば、必ず１つや２つの無駄や非効率が見えてくるのではないでしょうか。例えば、プリンタの配置
が偏っている気がするとか、この書類の保管の仕方は本当にこれでいいのだろうかなどと。
私は今春まで某アパレルメーカーに勤めておりましたが、思えば「見やすく、選びやすく、買いやすい＝美しい」ことこそが

売上増に直結する最高の現場方法論で、本社もしかりだと叩き込まれたものでした。
県内企業の皆様におかれましては、改善活動ということで日々様々な取り組みが行われていると思いますが、次の機会は、一

度目で見て「見やすく、分かりやすく、働きやすい＝効率的」というキーワードで、職場・現場環境を再点検してみてはいかが
でしょうか。そこから新しい改善が生まれるかもしれません。
厳しい時代ではございますが、こんな時だからこそ足元からしっかりと固めたいものです。ＶＭＤではございませんが、当セ

ンターにもこのような改善活動を支援するツールが各種ございます。是非ともご活用いただければと思います。
と言っている端から自分の机の上は書類が山積みでした。師走も間近、皆さんもまず自分の机の上からＶＭＤしてみてはいか
がでしょうか？

スタッフから
ひと言

　　 

見やすく、分かりやすく、
働きやすく

混迷する経済状況の中、新たな事業展開を考えている企業の皆さまに、いま聞いてほしいことをお伝えします。

新事業展開セミナー
 経済産業省委託事業　地域力連携拠点事業

（1） 地域資源活用プログラム及び農商工連携（60分）
 講　師　中小企業基盤整備機構東北支部

（2） 経営革新計画（30分）
 講　師　岩手県商工労働観光部経営支援課

（3） いわて希望ファンド及びいわて農商工連携ファンド（30分）
 講　師　いわて産業振興センター
　　　　　　総合支援グループ
　　　　　　新事業・研究開発支援グループ

（４） 個別相談（50分）

　盛岡会場
 日　時　平成21年11月27日（金）13:30～16:30
 場　所　岩手県工業技術センター　大ホール
　　　　 （盛岡市飯岡新田3-35-2）
             ※インターネット通販セミナー 10:00～12:00
　久慈会場
 日　時　平成21年12月3日（木）13:30～16:30
 場　所　久慈市役所　3階大会議室
　　　  （久慈市川崎町１番１号）
　奥州会場
 日　時　平成21年12月8日（火）13:30～16:30
 場　所　奥州市鋳物技術交流センター　2階研修室
　　　　（奥州市水沢区羽田町明正131）
　釜石会場
 日　時　平成21年12月9日（水）13:30～16:30
 場　所　財団法人 釜石・大槌地域産業育成センター　
　　　　大会議室（釜石市平田3-75-1）

参 加
無 料

　内容及び講師　開催日時及び開催場所

主催　㈶いわて産業振興センター、中小企業基盤整備機構東北支部、
　　　岩手県
後援　地域力連携拠点（岩手県商工会連合会、岩手県中小企業団体
　　　中央会、盛岡商工会議所、奥州商工会議所、財団法人釜石・
　　　大槌地域産業育成センター）、久慈市（久慈会場のみ）

※盛岡会場のみ インターネット通販セミナー　当日10:00～12:00午前開催！
                       　　  講師…楽天株式会社　店舗開発部　営業開発第一グループ　ECコンサルタント　柘植　正基氏

　■発　　行　（財）いわて産業振興センター
〒020-0852  盛岡市飯岡新田3-35-2（岩手県先端科学技術研究センター2階）
TEL.019（631）3826　FAX.019（631）3830
E-mail joho@joho-iwate.or.jp　URL http://www.joho-iwate.or.jp/

　■編集印刷　川口印刷工業株式会社2009年11月10日（毎月10日発行）

（財）いわて産業振興センター広報誌
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